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食生活とその情幸Ｒに関する調査研究
（第２報）-一その情報源とライフステージとの関連について一一

大阪樟蔭女大　　ｆ尹　i毎1　＆^　三＼■

　　　　　　　　　　　食生活項目と情報源のクロス集計結果抜粋
　目　　的；近年、食生活をとりまく環境

は様々な要因を含み、それらは日々目まぐ

るしく変化し、雑誌やテレビからの食べ物

や栄養に関する情報が毎日氾濫している。

第１報では、ライフステージ別に食ぺ物や

栄養に関する言葉の認知度状況を報告した。

本調査研究報告は食に関する情報源の選択

と食生活とのかかわり実態の把握・追求を

行う。

」!ほ友邁-.調査は、質問紙調査を用いた。

期間は、1991年1,2,5,9月。対象は、関西在

住の15歳以上の男女。有効回収串は、53.3
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％(1,386名)。情報源は８種類（表下参照）。　雑=一般練誌類(543)他aその他(1 38)

食生活状況の項目を身体、味付けなどの嗜好、食生活の行動・意識、その環境の４つに分類した。

　結　　果１利用していると回答された情報源は、ＴＶやラジオ54.8％、一般の本や雑誌39.2％、新

聞36.5％、専門の本や雑誌32.8％、市場やマーケット14.4％、､広告やパンフレット12.1％、その他10.

0％、講習会4.5％の順であった。情報源の平均選択個数は、全体2.0、主婦2.6、高齢者2.3、有職女子

2.1、女子学生1.9、有職男子1.6、男子学生1.5であった。４分類した食生活項目の中で、行動･意識

に関連する項目が情報源との関連が強く、中でも専門の本や雑誌を選択した者に顕著であった。また、

有職女子の食べ物や栄養に関する知識を低く自己評価する者ではＴＶの利用者率が高かった（表）。

1Ja-2　　　　　　　　　　「お節料理」にみる生活技術の変容過程

　　　　　　　　　　大妻女大家政　○武川素子青木宏

【目的】食生活の変化の中で食をめぐる生活文化がどのような変化をとげているかを明らか

にするため、代表的行事食であるお節料理の喫食・調理の現状と年次的変遷、ならびにお

節料理の喫食と調理を規定する要因について検討した。

【方法】1992年3月、8月に家庭の主婦を対象に、日常および正月における食生活の様子につ

いて質問紙調査を行なった。

有効回答数は262世帯（核家族199世帯、拡張家族63世帯）であった。

【結果】調査の結果、以下のことが明らかになった。

①お節料理（煮しめ、なます等9品目）の喫食率とその調理率を家族形態別に比較すると、

　黒豆の自家での調理率は核家族53.4%に対して拡張家族77.1%であり、他の品目もこれと

　同様に拡張家族での調理率が核家族を上回っていた。同様に他の品目においても家族形

　態、居住地人口別、日常の食生活の様子等の影響を受けていることが分かった。

②時系列的にみると、お節料理の調理率はどの品目でも60年以降急激な減少に転じていた

　　（田作りの調理率：昭和20年71.1%、昭和60年66.3%、平成4年40.6%）。｡また同時期から

　家族形態間で調理率に差が生じてきた（核家族と拡張家族での田作り調理率の差；昭和

　20年5.9%、昭和60年6.3%、平成4年25.5%）。」

　率が低下していることが明らかになった。

③お節料理の喫食ならびに調理に影響を与える要因としては、家族形態、お節料理に対す

　る考え方、外食の回数、重箱やうらごし器の使用等があげられた。
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